奈良支部の渡邊です。
３／４～５の東北支援活動に参加させていただきましたので、報告と感想です。
---------------------
３／４早朝、盛岡に到着。
バスを降りたとたん、ぴりりと冷たい空気。雪景色の盛岡市街は、まだまだ寒さ厳しい真冬の気温でした。岩手富士と呼ばれる、岩手山も雪景色でした。
午後から盛岡市内にて、岩手県の県民集会に参加させていただきました。
新建からの参加者は、東京支部の丸谷さん、林さん、桜井さん、片柳さん、盛岡支部の小笠原さん、富岡さんと、奈良支部　渡邊。
開会の前に地元の合唱団による「うたごえ演奏」。
思いをこめて合唱された唱歌「ふるさと」は、ほんとうにほうとうに心に響く歌声でした。主催者の方の挨拶では、岩手県の被災地の状況が伝えられました。岩手県は内陸は被害が少なく、海岸線沿いの津波被害に集中しているとのこと。被災地のがれきの整理は進んでいるものの、住民の生活という現実が重くのしかかっているそうです。震災前の岩手県の漁船数は13000隻のうち、復旧したのは3000隻。
6000人に職がなく、収入が途絶えている状況。失業保険の支給期間が終ると、地元を離れざるを得ない状況となっているとのこと。
記念講演は関西学院大学教授　室崎益輝先生の講演でした。「未来につながる真の復興を目指して」というテーマでした。４つの復興のレベル。原型復旧、改良復旧、開発復旧、変革復旧。
災害復興では社会のひずみが顕在化する。自立、安全、変革の３つが復興の基本目標。
住民主体の物語をもとに街づくりをすること。そして、現在進められている、高台移転や防波堤建設についての警鐘。

記念講演のあとは、被災地の方々の報告がありました。
大槌市、大船渡市、釜石市、陸前高田市の代表の方のお話でした。
仮設住宅のこと、残った土地売却のこと、農業のこと、漁業のこと。
住宅再建意向調査では、４１％のが土地売却を希望。
土地買上げの価格の話題も。
先のことよりも「今日の今をどう生きるか」という切実なお話もありました。

３／５は、津波被害の大きかった陸前高田へ。
盛岡からの道のりは、雪が積もり移動が大変でした。丸谷さんの事務所スタッフ上杉さんとも合流。
陸前高田の町に近づくと、そこにあるのは雪原。盛岡支部の方に、「ここは津波の被害のあったところですよ」と教えてもらいました。 町の面影は跡形もなく、あるのは雪原のみでした。
とてつもない量の瓦礫の山と、抜けなくなった海水の水溜りをたくさん見ました。

陸前高田市役所、広田保育園、社会福祉協議会の事務局とボランティアセンターを訪ねました。
広田保育園は１階が浸水しましたが、もとの場所で運営を続けておられました。
子供達のケアのこと、職員の方々のケアのこと、今後の移転先についての心配などのお話をうかがいました。高台への移転を希望されていました。
園内では、走り回る元気な子供達にも会うことができ、すこしホッとしました。

陸前高田で解散後、盛岡への帰路の途中、遠野の木造仮設住宅に立ち寄り外から見学せていただきました。温かい木の雰囲気と、コミュニティのための空間や仕掛けがすばらしいと思いました。 


二日間で、現地の空気を吸い、現地の方のお話が聞けたことで、いま東北で何が起こっているのかを少しですが知ることができたと思います。
震災後１年、現地では「もう１年。まだ１年。」という言葉を耳にしました。
きっと大きく変わる被災地を、今後も見つづけていきたいという思いです。

